






















































































































(Ich will nicht zum Ziele kommen, selbst wenn ich es )」を任意,
「私は，たとえやろうとしても，できない (Ich kann nicht zum Ziele




か否か (ob ich es kann) すなわち外部的障害の表象による行為選択に関す
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点から議論されている。Denkzettel-Fall : BGHSt 39, 221. しかし，これ
は中止の可否の問題として取り扱うべきであろう。Vgl. Wolfram Bauer,
Die Bedeutung der Entscheidung des Strafsenats des BGH vom
19. 5. 1993 	die weitere Entwicklung der Lehre vom strafbefreienden
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(39) Bauer, a. a. O. (Anm. 36), S. 2590 ff.
(40) たとえば，東京地判平14・1・16判時1817号166頁では，被害者が姦淫
を避けるために自ら手淫や口淫をしており，このようにせめて姦淫だけ
は避けようと行為者の性欲の減退を企図する被害者は多い。なお，東京
強姦罪における行為基盤の欠如による欠効未遂 111
地判平14・1・16で姦淫が未遂に終わった理由は，主に，①被害者の抵
抗によって行為者が射精しないままに陰茎が萎えてしまった，②行為者
が「被害者とは友達になれるかもしれないと思うようになり，嫌がって
いるのに強姦してしまうと友達になれないと考え」るにいたったからで
あるが，①については基本的な欠効未遂であり，②については行為者が
「被害者と性交ができる関係を維持できる (他の方法で目的達成できる)」
と考えて 実際にこの行為者は後日自ら被害者に電話し，花火見物に
誘っている (待ち合わせ場所で逮捕) 姦淫しなかったのだから，②
の理由を強調したとしても行為基盤の欠如による欠効未遂である。
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